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第
１
章　
宮
古
市
に
お
け
る
復
興
計
画
の
策
定
と
実
施

南　
正
昭

は
じ
め
に 

　
宮
古
市
で
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
向
け
て
、
地
元
の
行
政
と
市
民

と
が
幾
度
と
な
く
対
話
を
重
ね
、
復
興
計
画
の
立
案
か
ら
実
施
へ
と
歩
み
を
進
め

て
き
た
。
大
規
模
災
害
か
ら
の
復
興
に
は
、
地
域
社
会
か
ら
の
負
託
に
こ
た
え
る

国
な
ら
び
に
地
方
自
治
体
の
果
た
す
役
割
は
き
わ
め
て
大
き
い
。
行
政
の
市
民
へ

の
関
わ
り
方
が
、
市
民
か
ら
の
行
政
へ
の
信
頼
や
態
度
に
影
響
を
与
え
る
。
そ
れ

に
よ
り
、
復
興
に
向
け
た
様
々
な
段
階
で
、
行
政
と
市
民
の
間
、
あ
る
い
は
市
民

同
志
の
間
に
必
要
と
な
る
合
意
形
成
が
促
進
さ
れ
、
と
き
に
は
後
退
す
る
こ
と
も

起
こ
り
得
る
。

　
宮
古
市
で
は
、
平
成
23
年
６
月
１
日
に
復
興
に
向
け
た
基
本
的
な
理
念
や
基
本

的
な
方
針
を
ま
と
め
た
「
宮
古
市
震
災
復
興
基
本
方
針
」
を
策
定
、
公
表
し
た
。

そ
の
後
、
大
震
災
か
ら
半
年
余
り
を
経
た
平
成
23
年
10
月
31
日
に
「
宮
古
市
東
日

本
大
震
災
復
興
計
画
・
基
本
計
画
」
を
策
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
基
本
計
画
を
達

成
す
る
た
め
の
具
体
的
な
事
業
項
目
、
事
業
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
「
宮
古
市
東
日

本
大
震
災
復
興
計
画
・
推
進
計
画
」
を
、
平
成
24
年
３
月
30
日
に
策
定
し
て
い
る
。

こ
れ
と
同
時
に
、
宮
古
市
内
の
33
地
区
を
対
象
に
地
区
別
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
を

ま
と
め
た
「
宮
古
市
東
日
本
大
震
災
地
区
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
を
策
定
し
た
。

　
宮
古
市
東
日
本
大
震
災
復
興
本
部
会
議
、
地
元
の
各
界
の
代
表
者
や
学
識
経
験

者
等
か
ら
構
成
し
た
宮
古
市
東
日
本
大
震
災
復
興
計
画
検
討
委
員
会
、
市
内
各
地

区
で
の
市
民
懇
談
会
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
等
の
多
様
な
住
民
と
の
対
話
の
機
会
を

繰
り
返
し
設
け
な
が
ら
、
過
去
に
幾
度
も
経
験
し
て
き
た
津
波
災
害
を
も
上
回
る

大
規
模
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
へ
の
道
筋
を
描
き
出

し
て
き
た
。

１　
復
興
計
画
の
策
定　
基
本
方
針
の
策
定

　
宮
古
市
で
は
、
住
民
の
安
否
確
認
や
避
難
所
の
運
営
等
々
、
未
曾
有
の
大
震
災

に
よ
る
甚
大
な
被
害
へ
の
緊
急
対
応
を
続
け
な
が
ら
、
震
災
か
ら
３
か
月
を
経
て
、

平
成
23
年
６
月
１
日
に
「
宮
古
市
震
災
復
興
基
本
方
針
」
の
策
定
に
至
っ
た
。

　
基
本
方
針
に
は
、
復
興
に
向
け
た
基
本
的
な
考
え
方
を
「
市
民
生
活
の
安
定
と

再
建
」
お
よ
び
「
安
全
で
快
適
な
生
活
環
境
の
実
現
」
と
し
、
復
興
に
あ
た
っ
て

配
慮
し
て
取
り
組
む
べ
き
事
項
、
復
興
計
画
の
策
定
、
推
進
体
制
、
当
面
緊
急
的

に
取
り
組
む
内
容
が
ま
と
め
ら
れ
た
。

　
基
本
方
針
の
段
階
で
、
市
民
と
行
政
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
参
画
と

協
働
を
基
本
と
す
る
こ
と
を
明
記
し
、
住
民
主
体
で
望
む
復
興
へ
の
姿
勢
を
明
確

化
し
て
お
り
、
少
し
で
も
快
適
な
避
難
所
生
活
の
確
保
や
応
急
仮
設
住
宅
の
確
保

な
ど
、
被
災
者
と
な
っ
た
市
民
に
対
し
て
緊
急
に
取
り
組
む
べ
き
重
要
事
項
を
掲

げ
た
も
の
と
な
っ
て
い
た
。

　
被
災
直
後
の
惨
状
下
で
は
、
市
行
政
の
先
導
が
求
め
ら
れ
る
一
方
で
、
多
様
な

市
民
か
ら
の
参
画
、
市
民
の
協
働
に
よ
る
総
力
の
結
集
が
な
け
れ
ば
、
復
旧
、
復

興
を
成
し
得
な
い
こ
と
が
既
に
見
通
さ
れ
て
い
た
。
平
常
時
か
ら
の
市
民
参
加
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
官
民
連
携
の
枠
を
超
え
た
強
い
協
働
、
多
様
な
立
場
に

あ
る
市
民
の
主
体
的
参
画
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

２　
基
本
計
画
・
推
進
計
画
・
地
区
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
策
定

　
宮
古
市
東
日
本
大
震
災
復
興
計
画
・
基
本
計
画
は
、
計
画
全
体
の
期
間
を
平
成

23
年
度
か
ら
31
年
度
の
９
年
間
と
し
、
平
成
23
年
10
月
31
日
に
策
定
さ
れ
た
。

　
基
本
計
画
で
は
、
復
興
に
向
け
た
「
３
つ
の
柱
」
と
し
て
、「
す
ま
い
と
暮
ら
し

の
再
建
」、「
産
業
・
経
済
復
興
」、「
安
全
な
地
域
づ
く
り
」
を
掲
げ
た
。
復
興
計

画
の
期
間
を
、
復
旧
期
（
平
成
23
〜
25
年
度
）、
再
生
期
（
平
成
26
〜
28
年
度
）、

発
展
期
（
平
成
29
〜
31
年
度
）
と
定
め
た
。

　
そ
の
内
容
は
、
計
画
の
概
要
、
都
市
基
盤
づ
く
り
の
方
針
、
復
興
に
向
け
た
取

り
組
み
、
復
興
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
地
区
別
復
興
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
、
復
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被
災
者
の
生
活
再
建
支
援
、
雇
用
の
維
持
・
確
保
、
保
健
・
医
療
の
確
保
・
充
実
、　

　
福
祉
の
充
実
、
学
校
教
育
環
境
の
確
保
・
充
実
、
生
涯
学
習
等
の
施
設
の
復
旧

　
と
文
化
財
の
保
存
・
継
承
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化
・
再
生

・
産
業
・
経
済
復
興

　
農
業
の
復
興
・
再
生
、
林
業
の
復
興
・
再
生
、
水
産
業
の
復
興
・
再
生
、

　
商
業
の
復
興
・
再
生
、
工
業
の
復
興
・
再
生
、
企
業
・
事
業
者
の
復
興
・
再
生
、

　
観
光
の
復
興
・
再
生
、
港
湾
の
復
興
・
再
生

・
安
全
な
地
域
づ
く
り

　
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、
災
害
に
強
い
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
、

　
地
域
防
災
力
の
向
上
、
防
災
・
危
機
管
理
体
制
の
強
化
と
再
構
築
、
災
害
記
憶

　
の
後
世
へ
の
継
承

　
推
進
計
画
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
適
正
な
進
行
管
理
の
も
と
、
翌
３
年
分
の

事
業
を
毎
年
度
見
直
す
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
適
宜
見
直
し
を
行
う
こ
と
と

し
た
。

　
ま
た
、
復
興
計
画
の
下
位
計
画
と
し
て
、
宮
古
市
東
日
本
大
震
災
地
区
復
興
ま

ち
づ
く
り
計
画
が
、
推
進
計
画
の
策
定
と
同
日
２
０
１
２
年
３
月
30
日
に
策
定
公

表
さ
れ
た
。
地
区
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
は
、
被
災
し
た
市
内
33
地
区
で
推
進
す

る
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
内
容
を
示
す
も
の
で
、
市
民
の
意
向
を
可
能
な
限
り

尊
重
し
な
が
ら
、
市
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

　
土
地
利
用
の
基
本
方
針
お
よ
び
公
共
施
設
の
配
置
方
針
を
記
す
と
と
も
に
、
地

区
別
の
復
興
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
方
針
や
事
業
手
法
の
概
略
等
を
示
し
て
い

る
。

３　
東
日
本
大
震
災
復
興
計
画
・
基
本
計
画
の
策
定
経
緯

　
宮
古
市
で
は
、
基
本
方
針
に
掲
げ
ら
れ
た
よ
う
に
復
興
計
画
の
立
案
過
程
に
お

い
て
、
住
民
へ
の
説
明
会
の
開
催
や
懇
談
会
の
設
置
な
ど
を
通
し
て
住
民
参
加
、

意
向
の
反
映
を
重
視
し
て
き
た
。

　
基
本
計
画
の
策
定
の
過
程
に
お
い
て
、
宮
古
市
東
日
本
大
震
災
復
興
本
部
会
議

10
回
、
宮
古
市
東
日
本
大
震
災
復
興
計
画
検
討
委
員
会
５
回
、
被
災
地
域
お
よ
び

興
を
推
進
す
る
た
め
の
事
項
か
ら
構
成
さ
れ
た
。
直
接
の
津
波
被
害
を
受
け
た
市

と
し
て
、
都
市
基
盤
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
「
３
つ
の
柱
」
の
取
り
組
み

の
前
提
と
位
置
づ
け
て
い
る
点
が
特
徴
的
と
い
え
る
。
基
本
計
画
の
第
２
章
に
は
、

以
下
の
都
市
基
盤
づ
く
り
の
方
針
を
掲
げ
た
。

・
減
災
の
考
え
方
に
基
づ
く
多
重
防
災
型
ま
ち
づ
く
り
の
構
築

・
安
心
と
活
力
を
生
み
出
す
土
地
利
用
の
促
進

・
地
域
の
復
興
を
支
え
る
災
害
に
強
い
交
通
網
の
形
成

・
市
民
生
活
を
支
え
る
公
共
施
設
の
復
興
と
防
災
力
の
強
化

　
ま
ず
安
全
な
都
市
基
盤
を
再
生
す
る
こ
と
、
海
岸
保
全
施
設
、
土
地
利
用
、
交

通
網
等
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
や
公
共
施
設
の
整
備
に
よ
り
復
興
を
先
導
す
る
こ
と
が

記
述
さ
れ
た
。

　
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
造
成
、
特
に
高
台
や
嵩
上
げ
、
区
画
整
理
事
業
や
防
災
集
団

移
転
促
進
事
業
等
を
伴
う
居
住
地
を
含
む
土
地
利
用
の
決
定
は
、
市
行
政
と
市
民

の
間
で
の
合
意
形
成
が
不
可
欠
で
、
設
定
さ
れ
た
復
興
計
画
期
間
や
事
業
計
画
期

間
と
い
っ
た
限
ら
れ
た
時
間
で
実
施
す
る
こ
と
は
、
当
初
よ
り
き
わ
め
て
困
難
な

課
題
だ
っ
た
。
市
行
政
と
市
民
の
双
方
の
力
量
が
問
わ
れ
、
復
興
へ
向
け
た
一
致
、

折
り
合
い
が
求
め
ら
れ
た
。

　
宮
古
市
東
日
本
大
震
災
復
興
計
画
・
推
進
計
画
は
、
基
本
計
画
の
達
成
に
つ
な

が
る
具
体
的
な
実
現
手
段
を
示
す
も
の
と
し
て
、「
復
興
事
業
の
推
進
」
な
ら
び
に

「
地
域
別
の
復
興
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」
を
内
容
に
２
０
１
２
年
３
月
30
日
に
策
定

さ
れ
た
。

　
「
復
興
事
業
の
推
進
」
に
は
、
基
本
計
画
を
達
成
す
る
た
め
に
想
定
さ
れ
る
事
業

が
掲
げ
ら
れ
た
。
ま
た
、「
地
域
別
の
復
興
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」
に
は
、
基
本
計

画
に
沿
っ
て
田
老
地
域
、
宮
古
地
域
、
重
茂
地
域
か
ら
な
る
３
つ
の
地
域
の
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
方
向
性
が
示
さ
れ
た
。

　
復
興
事
業
は
、
復
興
に
向
け
た
３
つ
の
柱
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
７
分
野
、

８
分
野
、
５
分
野
か
ら
な
る
取
り
組
み
の
方
向
を
示
し
、
分
野
毎
に
整
理
さ
れ
て

い
る
。

・
す
ま
い
と
暮
ら
し
の
再
建

宮古市における復興計画の策定と実施
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第
２
種
（
予
想
浸
水
深
が
概
ね
１
㍍
以
上
２
㍍
未
満
の
区
域
と
し
、
住
宅
の
建
築

構
造
規
制
と
し
て
強
固
な
建
物
で
１
階
に
居
室
が
な
い
も
の
、
ま
た
は
基
礎
の
高

さ
が
道
路
か
ら
一
定
程
度
（
１・５
㍍
）
以
上
の
も
の
に
限
り
建
築
を
認
め
る
）、

第
３
種
（
予
想
浸
水
深
が
概
ね
１
㍍
未
満
の
区
域
と
し
て
、
住
宅
の
建
築
構
造
規

制
と
し
て
基
礎
の
高
さ
が
道
路
か
ら
一
定
程
度
（
０・５
㍍
）
以
上
の
も
の
に
限
り

建
築
を
認
め
る
）
を
基
本
と
し
た
。

　
３
つ
の
種
別
を
設
け
る
こ
と
で
、
居
住
す
る
住
民
に
よ
る
選
択
の
幅
を
設
け
た

結
果
と
な
っ
て
い
る
。
宮
古
市
に
お
い
て
は
、
浸
水
し
た
地
域
に
つ
い
て
、
建
築

の
制
限
は
条
例
に
よ
り
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
制
定
ま
で
は
自
粛
を
求
め
る

こ
と
で
対
応
し
て
き
た
。

宮
古
市
田
老
地
区
の
場
合

　
防
潮
堤
等
整
備
後
に
お
い
て
も
浸
水
が
予
想
さ
れ
る
区
域
に
つ
い
て
は
高
台
へ

の
移
転
を
進
め
、
災
害
危
険
区
域
を
設
定
し
住
宅
建
築
を
制
限
す
る
こ
と
と
し
た
。

ま
た
、
市
街
地
の
一
部
に
お
い
て
地
盤
嵩
上
げ
に
よ
る
住
宅
地
を
整
備
し
既
成
市

街
地
の
再
生
を
一
体
的
に
進
め
、
避
難
の
た
め
の
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
の
対
策
を
推

進
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
復
興
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
を
以
下
の
よ
う
に
掲
げ
る
と
と
も
に
、
復
興
ま
ち
づ

く
り
事
業
計
画
図
と
し
て
、
土
地
利
用
お
よ
び
道
路
・
防
災
施
設
等
の
整
備
構
想

と
主
な
計
画
事
業
の
概
ね
の
配
置
図
を
示
し
、
事
業
展
開
を
図
る
こ
と
と
し
た
。

１　
従
前
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
配
慮
し
な
が
ら
高
台
へ
の
住
宅
移
転
等
を
推
進
す　

　
る
。

 

・ 

乙
部
高
台
移
転
な
ら
び
に
危
険
区
域
設
定
、
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業

 
・
嵩
上
げ
住
宅
地
整
備
、
都
市
再
生
区
画
整
理
事
業

 
・
災
害
公
営
住
宅
整
備
、
災
害
公
営
住
宅
整
備
事
業

２　
防
潮
堤
等
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
道
路
及
び
避
難
路
等
の
整
備
に
よ
り
地

　
区
の
安
全
を
確
保
す
る
。

 

・
防
潮
堤
等
整
備
、
海
岸
保
全
施
設
等
整
備
事
業

 

・
道
路
整
備
、
道
路
等
整
備
事
業

そ
の
周
辺
の
６
千
６
４
４
世
帯
を
対
象
と
し
た
復
興
に
向
け
た
計
画
づ
く
り
に
関

す
る
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
、
女
性
会
議
構
成
団
体
と
の
意
見
交
換
会
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
20
日
間
、
高
校
生
と
の
意
見
交
換
会
、
市
民
説
明
会
市
内
７
会
場
等
が

設
け
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
推
進
計
画
な
ら
び
に
地
区
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
策
定
の
過
程
に
お

い
て
は
、
地
区
復
興
ま
ち
づ
く
り
の
会
３
回
（
市
内
23
会
場
、
市
内
12
会
場
、
市

内
５
会
場
）、
意
向
調
査
２
回
、
地
区
復
興
ま
ち
づ
く
り
検
討
会
４
回
、
宮
古
市
東

日
本
大
震
災
復
興
計
画
検
討
委
員
会
１
回
、
意
見
交
換
会
１
か
月
間
が
開
催
さ
れ

て
い
る
。

　
特
に
地
区
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
策
定
に
お
い
て
、
住
民
合
意
、
住
民
参
加

を
重
視
し
、
被
災
戸
数
が
１
０
０
戸
以
上
の
10
地
区
で
は
、
自
治
会
、
消
防
団
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
等
か
ら
選
出
さ
れ
た
住
民
代
表
を
構
成
メ
ン
バ
ー
と
し
て
地
区
と
し
て
の

計
画
を
取
り
ま
と
め
、
市
長
に
対
し
て
提
言
す
る
「
検
討
会
立
ち
上
げ
型
」、
被
災

戸
数
が
40
戸
未
満
の
23
地
区
で
は
、
住
民
全
員
を
対
象
と
す
る
意
見
交
換
会
や
個

別
の
意
向
確
認
を
行
う
「
全
体
協
議
型
」
の
２
つ
の
方
式
を
用
い
た
。

　
幾
度
も
の
住
民
と
の
対
話
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、防
潮
堤・水
門
の
整
備
計
画
、

浸
水
域
の
土
地
利
用
規
制
、
高
台
・
嵩
上
げ
造
成
計
画
な
ど
、
平
常
時
で
は
調
整

に
長
期
間
を
要
す
る
課
題
を
短
期
間
で
決
定
し
て
き
た
。 

４　
地
区
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
内
容

土
地
利
用
の
方
針

　
宮
古
市
で
は
、
災
害
危
険
区
域
（
建
築
制
限
）
を
、
今
次
津
波
浸
水
域
、
津
波

再
現
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
利
用
可
能
な
土
地
面
積
な
ど
を
考
慮
し
、
次
の
よ
う

な
方
針
に
基
づ
い
て
設
定
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
予
想
浸
水
深
が
１
㍍
未
満
の
区
域
は
、
災
害
危
険
区
域
を
設
定
し
な
い
も
の
と

し
、
予
想
浸
水
深
が
１
㍍
以
上
の
箇
所
を
含
む
区
域
に
つ
い
て
設
定
す
る
こ
と
と

し
た
。
災
害
危
険
区
域
に
は
、
３
つ
の
種
別
を
設
け
、
第
１
種
（
予
想
浸
水
深
が

概
ね
２
㍍
以
上
の
区
域
と
し
、建
築
制
限
の
方
針
と
し
て
は
住
宅
の
建
築
を
禁
止
）、

防災とコミュニティ
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計
画
の
立
案
に
あ
た
っ
て
は
、
自
治
会
連
合
会
、
地
域
協
議
会
、
漁
協
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
か
ら
選
出
さ
れ
た
27
名
の
代
表
者
か
ら
な
る
検
討
会
が
立
ち
上
げ
ら
れ

た
。
検
討
会
の
結
果
は
、
毎
回
「
地
区
復
興
ま
ち
づ
く
り
便
り
」
で
市
民
に
報
告

す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
の
検
討
の
た
た
き
台
と
し
て
、
市
で
検
討
し
て
き
た
「
復
興
ま
ち
づ
く

り
の
考
え
方
」
と
「
復
興
パ
タ
ー
ン
案
」
が
説
明
さ
れ
た
。
こ
の
段
階
で
は
、
以

下
の
４
つ
の
パ
タ
ー
ン
案
が
提
示
さ
れ
た
。

 

・
浸
水
区
域
は
非
可
住
地
と
し
住
宅
地
を
背
後
の
高
台
へ
移
転

 

・
浸
水
区
域
は
非
可
住
地
と
し
住
居
・
町
機
能
の
す
べ
て
を
集
団
で
移
転

 

・
野
原
地
区
、
野
中
地
区
は
非
可
住
地
と
し
背
後
の
高
台
へ
移
転　
田
老
市
街
地

　
の
一
部
を
嵩
上
げ

 

・
野
原
地
区
、
野
中
地
区
は
非
可
住
地
と
し
背
後
の
高
台
へ
移
転　
田
老
市
街
地

　
の
全
面
を
嵩
上
げ

　
さ
ら
に
復
興
ま
ち
づ
く
り
の
手
段
・
方
法
に
つ
い
て
、
高
台
等
へ
の
移
転
、
面

的
嵩
上
げ
、
公
営
住
宅
、
個
別
嵩
上
げ
、
構
造
規
制
な
ど
、
基
本
的
な
事
項
が
説

明
さ
れ
る
と
と
も
に
、
自
宅
を
被
災
さ
れ
た
方
へ
の
支
援
策
が
紹
介
さ
れ
た
。

②　
平
成
23
年
10
月
25
日
、
第
１
回
地
区
復
興
ま
ち
づ
く
り
検
討
会
、
検
討
会
メ

　
ン
バ
ー
対
象
、
田
老
総
合
事
務
所
３-

１
会
議
室

　
復
興
ま
ち
づ
く
り
検
討
会
の
規
約
が
説
明
さ
れ
、
こ
の
時
点
で
は
会
長
を
決
め

る
こ
と
は
難
し
く
、
後
日
選
出
さ
れ
た
。

　
全
体
で
４
回
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
の
検
討
会
の
検
討
事
項
お
よ
び
市
長
へ
の

提
言
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
説
明
さ
れ
た
。

　
地
区
の
現
況
と
し
て
、
大
震
災
前
の
基
盤
整
備
・
土
地
利
用
状
況
の
概
要
、
宮

古
市
東
日
本
大
震
災
復
興
計
画
基
本
計
画
（
案
）
に
こ
の
時
点
で
記
載
が
予
定
さ

れ
て
い
た
地
域
別
復
興
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
（
田
老
地
区
）、
国
土
利
用
計
画
、

埋
蔵
文
化
財
の
状
況
、
避
難
場
所
・
避
難
ル
ー
ト
、
危
険
区
域
の
状
況
、
震
災
に

よ
る
被
害
状
況
、
三
陸
沿
岸
道
路
が
通
る
概
ね
の
範
囲
等
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
７
月
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
基
に
、
被
害
を
受
け
た
世

帯
数
な
ら
び
に
地
区
、「
住
み
た
い
場
所
」
と
「
考
え
て
い
る
住
ま
い
」
に
つ
い
て

 
・
避
難
路
・
避
難
所
・
避
難
ビ
ル
等
整
備
、
津
波
避
難
路
等
整
備
事
業
等

３　
住
宅
再
建
場
所
や
地
区
内
で
の
機
能
分
担
、
ア
ク
セ
ス
性
を
考
慮
し
た
公
共

　
施
設
の
配
置
を
図
る
。

 

・
被
災
し
た
保
育
所
、
田
老
診
療
所
等
移
転
・
整
備
、
消
防
施
設
再
建

４　
津
波
遺
産
等
の
保
存･

整
備
を
図
り
震
災
の
記
憶
と
記
録
を
後
世
に
伝
承
す

　
る
。

 

・
津
波
遺
産
等
の
保
存
・
整
備
、
津
波
遺
産
等
保
存
整
備
事
業

５　
宮
古
市
田
老
地
区
に
お
け
る
計
画
策
定
と
実
施
の
経
緯

　
宮
古
市
田
老
地
区
に
つ
い
て
、
地
区
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
策
定
な
ら
び
に

実
施
経
過
に
つ
い
て
主
な
点
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
開
催

さ
れ
た
説
明
会
等
に
つ
い
て
、
田
老
地
区
内
の
複
数
の
会
場
で
行
わ
れ
て
い
る
場

合
は
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
三
陸
み
や
こ
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
も
の
を
記
し
た
。

①　
平
成
23
年
９
月
23
日
、
第
１
回
地
区
復
興
ま
ち
づ
く
り
の
会
、
地
区
住
民
対　
　

　

象
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
三
陸
み
や
こ

　

復
興
に
向
け
た
計
画
づ
く
り
の
た
め
に
平
成
23
年
７
月
に
実
施
さ
れ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
結
果
の
田
老
地
域
版
が
報
告
さ
れ
た
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
宮
古

市
に
よ
っ
て
被
災
地
域
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
各
世
帯
を
対
象
と
し
て
郵
送
に
よ
り

実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
調
査
票
は
、
田
老
地
域
で
１
千
１
７
２
世
帯
（
宮
古

市
全
体
で
６
千
６
４
４
世
帯
）に
配
布
さ
れ
た
。
回
収
率
は
、田
老
地
域
で
55・８
％

（
宮
古
市
全
体
で
は
48
・
２
％
）
で
あ
っ
た
。

　
震
災
前
の
住
ま
い
は「
持
ち
家
」が
89
％
、住
ま
い
の
被
害
は「
流
出
」が
59・２
％
、

「
全
壊
・
大
規
模
半
壊
」
が
17
・
１
％
を
占
め
た
。
被
害
を
受
け
た
方
に
つ
い
て
、

今
後
の
住
み
た
い
場
所
は
、「
近
く
の
高
台
な
ど
」が
47・１
％
と
高
い
割
合
を
占
め
、

「
同
じ
場
所
」
が
15
・
９
％
、「
市
内
」
が
26
・
１
％
と
な
っ
た
。
今
後
の
住
ま
い

と
し
て
は
、
48・８
％
が
「
新
築
」、「
公
営
住
宅
」
が
11・１
％
、
未
定
が
23・８
％

と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

　
田
老
地
区
は
、
被
災
戸
数
が
１
０
０
戸
以
上
で
あ
り
、
地
区
復
興
ま
ち
づ
く
り

宮古市における復興計画の策定と実施
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④　
平
成
23
年
12
月
21
日
、
第
３
回
地
区
復
興
ま
ち
づ
く
り
検
討
会
、
検
討
会
メ

　
ン
バ
ー
対
象
、
田
老
総
合
事
務
所
３-

１
会
議
室

推
計
す
る
手
順
が
説
明
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
、
田
老
海
岸
・
田
老
漁
港
海
岸
の
津
波
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
、
第

１
回
ま
ち
づ
く
り
の
会
、
ま
ち
づ
く
り
便
り
に
対
し
て
提
出
さ
れ
た
意
見
等
が
示

さ
れ
、
ま
ち
づ
く
り
方
針
な
ら
び
に
用
地
別
土
地
利
用
の
検
討
が
始
ま
っ
た
。

③　
平
成
23
年
11
月
25
日
、
第
２
回
地
区
復
興
ま
ち
づ
く
り
検
討
会
、
検
討
会
メ

　
ン
バ
ー
対
象
、
田
老
総
合
事
務
所
３-

１
会
議
室

　
宮
古
市
東
日
本
大
震
災
復
興
計
画
・
基
本
計
画
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
の
考
え

方
と
し
て
、
今
次
津
波
の
浸
水
深
に
応
じ
て
ま
ち
づ
く
り
の
手
法
を
組
合
せ
て
進

め
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
浸
水
深
と
建
物
被
災
状
況
の
関
係
に
関
す
る
国
土
交
通
省
の
調
査
結
果

が
示
さ
れ
、
宮
古
市
で
は
浸
水
深
２
㍍
前
後
で
建
物
被
災
（
全
壊
）
の
状
況
に
差

が
出
て
き
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　
最
悪
の
想
定
と
し
て
、
防
潮
堤
が
な
い
場
合
に
今
次
津
波
の
よ
う
な
最
大
級
の

津
波
が
来
襲
し
た
と
き
の
津
波
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
提
示
さ
れ
、
避

難
施
設
整
備
の
検
討
資
料
と
な
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
、
住
宅
移
転
等
の
検
討
資
料
と
し
て
、
住
宅
地
図
上
で
区
分
け
し
た
エ

リ
ア
毎
の
住
宅
の
数
や
地
区
住
民
の
年
齢
別
人
口
構
成
が
示
さ
れ
た
。

　
復
興
ま
ち
づ
く
り
の
手
段
・
手
法
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
内
容
を
含
み
な

が
ら
事
例
を
交
え
て
説
明
が
行
わ
れ
た
。

・
こ
の
度
の
防
潮
堤
の
整
備
は
、
明
治
三
陸
津
波
ク
ラ
ス
の
比
較
的
頻
繁
に
起
こ

  

り
得
る
津
波
か
ら
ま
ち
を
守
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

・
二
線
堤
の
整
備
は
、
一
線
堤
と
二
線
堤
の
間
隔
が
大
き
い
ほ
ど
効
果
が
顕
著
で

  

あ
る
こ
と
。

・
避
難
す
る
際
に
は
足
の
弱
い
方
で
も
逃
げ
ら
れ
る
よ
う
に
３
０
０
㍍
以
内
（
避

  

難
時
間
15
分
間
と
想
定
）
に
避
難
場
所
を
設
置
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
。

・
避
難
を
検
討
す
る
際
は
防
潮
堤
が
壊
れ
た
時
を
想
定
す
る
こ
と
が
重
要
な
こ
と
。

・
住
宅
地
を
移
転
さ
せ
る
場
合
、
そ
の
跡
地
に
住
宅
の
建
築
制
限
を
す
べ
き
で
あ

  

る
こ
と
。

図　地区復興まちづくり計画図（素案）
2012年12月21日 第３回田老地区復興まちづくり検討会資料より

防災とコミュニティ
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利
形
態
の
意
向
を
把
握
し
、
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
資
料
と
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

　
地
区
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
（
案
）
が
提
示
さ
れ
る
と
と
も
に
、
以
下
の
よ
う

な
一
部
修
正
案
の
ポ
イ
ン
ト
が
ま
と
め
ら
れ
た
。

 

・
周
辺
や
嵩
上
げ
意
向
者
も
含
め
、
全
戸
で
別
の
場
所
へ
移
転
す
る
の
は
困
難
な

　
た
め
、
浸
水
区
域
全
体
等
を
移
転
対
象
と
す
る
。

 

・
嵩
上
げ
ゾ
ー
ン
を
国
道
45
号
の
位
置
か
ら
山
側
ま
で
の
広
さ
と
す
る
の
は
過
大

　
で
あ
る
た
め
絞
り
込
む
。

 

・
一
部
移
転
の
際
の
移
転
先
の
う
ち
、
大
規
模
な
造
成
は
乙
部
高
台
と
す
る
が
、

　
樫
内
・
古
田
も
高
台
移
転
の
候
補
と
す
る
。

 

・
国
道
45
号
山
側
の
土
地
利
用
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

⑦　
平
成
24
年
２
月
18
日
、
第
２
回
地
区
復
興
ま
ち
づ
く
り
の
会
、
地
区
住
民
対

　
象
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
三
陸
み
や
こ

　
地
区
復
興
ま
ち
づ
く
り
検
討
会
で
と
り
ま
と
め
た
「
地
区
復
興
ま
ち
づ
く
り
計

画
（
案
）」
の
説
明
を
目
的
に
、
第
２
回
地
区
復
興
ま
ち
づ
く
り
の
会
が
開
催
さ
れ

た
。
併
せ
て
意
見
や
要
望
の
聴
取
を
行
い
計
画
策
定
へ
と
つ
な
げ
た
。

　
策
定
し
た
「
地
区
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
は
、
２
月
28
日
の
中
心
市
街
地
・

藤
原
地
区
・
磯
鶏
地
区
・
田
老
地
区
を
最
後
に
全
地
区
に
つ
い
て
、
市
長
へ
の
提

言
を
終
了
し
た
。
そ
の
後
、
こ
の
計
画
を
基
に
行
政
と
し
て
の
案
を
作
成
し
て
い

く
こ
と
と
な
っ
た
。

⑧　
平
成
24
年
８
月
８
日
（
水
）
田
老
地
区
復
興
事
業
に
係
る
調
査
説
明
会
、
地

　
区
住
民
対
象
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
三
陸
み
や
こ

　
田
老
地
区
に
居
住
し
て
い
る
人
や
土
地
を
所
有
し
て
い
る
人
を
主
た
る
対
象
と

し
て
、
都
市
再
生
機
構
の
出
席
の
下
で
事
業
説
明
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
田
老
地
区
の
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
つ
い
て
、「
田
老
地
区
復
興
ま
ち
づ
く
り

検
討
会
」
か
ら
の
提
言
内
容
な
ら
び
に
提
言
を
基
に
市
が
策
定
し
た
復
興
ま
ち
づ

く
り
計
画
、
ま
た
そ
れ
ら
の
相
違
点
等
に
つ
い
て
ま
と
め
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
平
成
24
年
２
月
に
実
施
さ
れ
た
意
向
調
査
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
（
こ
の

時
点
で
、
配
布
数
７
５
１
、
回
収
数
５
７
７
、
回
収
率
76
・
８
％
）
が
示
さ
れ
た
。

　
計
画
や
手
続
き
、
土
地
の
嵩
上
げ

や
造
成
に
要
す
る
期
間
に
つ
い
て
情

報
提
供
が
行
わ
れ
た
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
検
討
さ
れ
て

き
た
意
見
が
「
地
区
復
興
ま
ち
づ
く

り
計
画
」
の
素
案
イ
メ
ー
ジ
と
し
て

取
り
ま
と
め
ら
れ
提
示
さ
れ
た
。
こ

の
時
点
で
、
地
区
住
民
の
中
に
複
数

の
考
え
方
が
あ
る
個
所
や
関
係
機
関

と
の
協
議
が
必
要
な
事
項
が
整
理
さ

れ
る
と
と
も
に
、
想
定
さ
れ
る
事
業

手
法
毎
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ら
び
に

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
が
示
さ
れ

た
。

⑤　
平
成
24
年
１
月
14
日
・
17
日
、
内
覧
会
、
地
区
住
民
対
象
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ア

　
三
陸
み
や
こ

　
こ
れ
ま
で
の
地
区
復
興
ま
ち
づ
く
り
検
討
会
で
取
り
ま
と
め
た
「
地
区
復
興
ま

ち
づ
く
り
計
画
（
素
案
）」
を
市
民
に
公
開
し
意
見
を
聴
取
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

１
月
14
日
か
ら
１
月
24
日
の
期
間
で
内
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
田
老
地
区
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
検
討
経
過
が
ま
と
め
ら
れ
、
田
老
地
区
の
地

区
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
素
案
と
し
て
示
さ
れ
た
。

⑥　

平
成
24
年
１
月
30
日
、
第
４
回
地
区
復
興
ま
ち
づ
く
り
検
討
会
、
検
討
会　

　
メ
ン
バ
ー
対
象
、
田
老
総
合
事
務
所
３-

１
会
議
室

　
「
地
区
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
（
素
案
）」
に
関
す
る
内
覧
会
の
報
告
が
行
わ
れ
、

出
さ
れ
た
意
見
が
整
理
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
１
月
下
旬
か
ら
２
月
中
旬
に
か
け
て
実
施
さ
れ
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
主
体

と
し
た
個
別
意
向
調
査
の
概
要
が
示
さ
れ
た
。
田
老
地
区
に
お
い
て
、
地
区
住
民

の
従
前
の
権
利
や
居
住
形
態
の
状
況
、
今
後
の
居
住
場
所
、
居
住
形
態
お
よ
び
権

写真　地区復興まちづくり検討会
2012年１月５日
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な
っ
た
。
住
宅
の
再
建
意
向
は
、
田
老
の
嵩
上
げ
し
た
市
街
地
が
12
％
、
高
台
が

33
％
と
な
り
、
ま
た
住
宅
の
形
態
と
し
て
は
、
持
ち
家
を
希
望
す
る
世
帯
が
28
％
、

公
営
住
宅
は
17
％
と
な
っ
た
こ
と
が
説
明
さ
れ
た
。

　
復
興
ま
ち
づ
く
り
の
計
画
案
と
し
て
、
乙
部
高
台
の
計
画
案
に
地
区
内
道
路
や

幹
線
道
路
な
ど
の
道
路
線
形
、
公
園
や
集
会
所
等
の
公
共
施
設
配
置
、
住
宅
地
整

備
イ
メ
ー
ジ
等
が
示
さ
れ
た
。

　
ま
た
市
街
地
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
道
路
線
形
、
公
共
施
設
や
土
地
利
用
配
置

が
示
さ
れ
た
。
国
道
の
山
手
側
へ
の
移
動
や
宅
地
の
嵩
上
げ
に
つ
い
て
も
説
明
が

加
え
ら
れ
た
。

　
さ
ら
に
宮
古
市
と
し
て
掲
げ
た
災
害
危
険
区
域
指
定
・
建
築
制
限
の
考
え
方
、

指
定
の
予
定
地
域
、
住
宅
の
移
転
や
再
建
の
た
め
の
補
助
制
度
、
以
下
の
よ
う
な

そ
の
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
示
さ
れ
た
。

　
平
成
24
年
８
月
～
平
成
25
年
３
月　
現
地
で
の
測
量
調
査
・
土
地
調
査

　
平
成
24
年
10
月　
住
民
説
明
会
、
意
向
確
認

防
災
集
団
移
転
促
進
事
業

　
平
成
24
年
８
月
～
12
月　
移
転
先
用
地
交
渉

　
平
成
25
年
１
月　
大
臣
合
意

　
平
成
25
年
２
月
～
平
成
25
年
度
上
半
期　
移
転
先
の
用
地
取
得

　
平
成
27
度
年
～
28
年
度　
住
宅
建
設

土
地
区
画
整
理
事
業

　
平
成
24
年
８
月
～
平
成
25
年
３
月　
住
民
と
の
合
意
形
成
、
事
業
計
画
図
書
作

　
　
成
、
公
聴
会
な
ど
の
手
続
き

　
平
成
25
年
度
上
半
期　
換
地
設
計

　
平
成
25
年
度
上
半
期
〜
平
成
27
年
度　
造
成
工
事

　
平
成
28
年
度　
住
宅
建
設

災
害
公
営
住
宅
整
備
事
業

　
平
成
25
年
度
～
平
成
28
年
度　
災
害
公
営
住
宅
整
備

⑪　
平
成
25
年
３
月
21
日
、
田
老
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
の
事
業
計
画
の
決
定・

　
事
業
計
画
案
の
説
明
会
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
三
陸
み
や
こ

そ
の
中
で
は
、今
後
の
居
住
場
所
に
つ
い
て
田
老
地
区
が
65
％
、他
の
場
所
が
16
％
、

未
定
が
19
％
、田
老
地
区
内
の
居
住
希
望
に
つ
い
て
、嵩
上
げ
し
た
市
街
地
が
15
％
、

高
台
が
50
％
、
ま
た
住
宅
の
形
態
は
、
持
ち
家
希
望
世
帯
が
37
％
、
公
営
住
宅
が

28
％
等
の
結
果
が
示
さ
れ
た
。

　
災
害
危
険
区
域
の
指
定
、
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
や
区
画
整
理
事
業
な
ど
事

業
手
法
の
説
明
、
住
宅
再
建
等
支
援
制
度
の
説
明
、
先
行
し
て
実
施
す
る
基
準
点

測
量
・
現
況
測
量
、
土
質
調
査
な
ど
の
測
量
調
査
業
務
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ

た
。

⑨　
平
成
24
年
10
月
10
日
、
田
老
地
区
意
向
調
査
に
係
る
説
明
会
、
地
区
住
民
対

　
象
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
三
陸
み
や
こ

　
復
興
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
検
討
状
況
に
つ
い
て
、
前
回
の
説
明
会
で
示
さ
れ

た
土
地
利
用
計
画
図
（
案
）
を
も
と
に
、
さ
ら
に
具
体
的
な
検
討
を
進
め
て
い
る

こ
と
が
説
明
さ
れ
た
。

　
一
線
堤
を
海
側
に
約
70
㍍
離
す
と
す
る
防
潮
堤
整
備
の
見
直
し
、
そ
れ
に
伴
う

津
波
浸
水
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
田
老
地
区
全
体
な
ら
び
に
乙
部
高
台
の
土
地
利

用
計
画
（
案
）
等
が
示
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
田
老
地
区
の
浸
水
区
域
内
に
土
地
を
持
つ
方
お
よ
び
震
災
時
の
居
住
者

を
対
象
に
し
た
、
住
ま
い
の
再
建
や
土
地
利
用
に
関
す
る
詳
細
な
意
向
調
査
の
実

施
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
。
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
や
土
地
区
画
整
理
事
業
の

計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
の
基
礎
資
料
と
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
個
別
面
談
方
式
で

行
う
こ
と
と
さ
れ
た
。

⑩　
平
成
25
年
１
月
31
日
、
田
老
地
区
復
興
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
説
明
会
、
田

　
老
地
区
居
住
者
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
三
陸
み
や
こ

　
平
成
24
年
10
月
〜
平
成
25
年
１
月
に
実
施
し
た
意
向
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
説

明
が
あ
っ
た
（
１
月
10
日
現
在
、
配
布
数
９
７
１
件
、
回
収
数
８
５
９
、
回
収
率

88
・
5
％
）。

　
今
後
の
居
住
場
所
に
つ
い
て
は
、
田
老
地
区
が
45
％
、
他
の
地
区
が
48
％
、
未

定
が
７
％
と
な
り
田
老
地
区
へ
の
居
住
希
望
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

防災とコミュニティ
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平
成
25
年
３
月
15
日
の
以
下
の
都
市
計
画
決
定
・
変
更
の
告
示
を
受
け
て
、
事

業
計
画
案
の
説
明
が
行
わ
れ
た
。

 
・
宮
古
都
市
計
画
土
地
区
画
整
理
事
業
の
決
定
（
田
老
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

　
の
決
定
）、
宮
古
市
決
定

 

・
宮
古
都
市
計
画
区
域
の
変
更
、
岩
手
県
決
定

 

・
宮
古
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
方
針
の
変
更
、
岩
手
県
決
定

お
わ
り
に

　
宮
古
市
で
は
、
復
興
基
本
方
針
に
お
い
て
既
に
住
民
と
の
協
働
を
高
く
掲
げ
、

膨
大
な
調
整
事
項
を
含
む
復
興
事
業
、
都
市
基
盤
整
備
事
業
の
計
画
立
案
と
実
施

に
当
た
っ
て
き
て
い
た
。
住
民
説
明
会
や
意
向
調
査
を
何
度
も
繰
り
返
す
こ
と
で
、

住
民
と
課
題
を
共
有
す
る
と
と
も
に
意
見
の
聴
取
に
努
め
て
き
た
と
い
え
る
。

　
特
に
土
地
利
用
に
関
す
る
合
意
形
成
を
短
期
間
で
図
る
こ
と
は
、
大
き
な
困
難

を
伴
い
、
地
区
住
民
内
に
不
和
の
生
じ
る
場
面
も
少
な
か
ら
ず
見
受
け
ら
れ
た
。

し
か
し
、
行
政
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
の
専
門
家
の
繰
り
返
し
の
説
明
、
住
民
の

意
見
を
聴
取
し
で
き
る
限
り
反
映
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
、
ま
た
疑
問
・
質
問
へ
の

丁
寧
な
返
答
が
繰
り
返
さ
れ
る
な
か
で
、
地
区
住
民
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加
意

識
が
醸
成
さ
れ
て
き
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
社
会
基
盤
整
備
に
始
ま
る
長
い
復
興

へ
の
道
の
り
の
礎
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

宮古市における復興計画の策定と実施




